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１．はじめに  

 フライアッシュ（以下「FA」）は一般に凍害や塩害対策として有効

であるとされている．本件では，耐震補強工事の下部工コンクリート

（30N/㎜ 2）として，FA を普通セメント（以下「N」）及び膨張セ

メント（以下「EX」）に 50kg/ｍ3混入し，耐凍害性対策とした．ま

た，併せてポリプロピレン樹脂繊維（以下「PP」）を容積に対して

0.05%（455g/ｍ3）混入し，ひび割れ防止対策を実施したものである． 

２．配合検討  

 生コンプラントが有する表-1 の高炉セメント（以下「BB」）を

ベースとしたN及び EXの結合材比 15％内割として，FAが 50kg/

ｍ3（2袋）となる結合材量である 333kg/ｍ3を算出した．粗

骨材かさ容積及び実績率は，プラント規格値からそれぞれ

0.620（m3/m3），58（%）とし，表-2のように FA混合コンクリー

トの配合設計を実施した．FAは小袋（25kg/袋）を使用し，プラ

ント練り混ぜ時は EX と同時に人力により手投入した． 

３．室内試し練り 

室内試し練り時におけるスランプ値（SL）及

び空気量（Air）の設定は表-3 のとおりである．

数回の試し練りの結果から，表-4 のような計

画配合とし，スランプ 21.5㎝，空気量 5.2%を確保した．

試し練りの強度試験結果はσ7 が 27.4N/mm2，σ28 が

37.0N/mm2 となり，設計基準強度（σ28）30N/mm2×1.2

（割増）＝36N/mm2を確保できることを確認した． 

４．実機試し練り 

 プラント練り落としから現場到着時 30 分後，PP 混入

直後，60 分後，75分後のスランプ及び空気量の性状確認を実施した．この結果を表-5 に示す．練り上がったコンク

リートは，練り落としから 30 分後の計画した性状値を確保した．また，PP 投入によるスランプの低下は 4 ㎝，PP

投入直後から 75 分後のスランプの低下が 4.5cm と大きな値となった．コンクリート打設の施工性を考慮し，75 分

後までの範囲でポンプ打設可能なスランプである 12cm を確保するため，練り上がりのスランプを 22.5cm，空気量

を 6％とし，表-6のとおり混和剤量を修正し，再実機試し練りを実施した．この結果を表-7 に示す．75分後のスラ

ンプは 13.0cm，空気量 3.9%であった．また，コンクリート性状が柔らかい場合は，PP 投入後のスランプの低下が

小さくなることを確認した．今回の例では PP 投入後のスランプの低下は，当初は 4cm であったが，練り上がり時

表-3 目標 SL 及び Air の設定根拠 

項目 N EX FA W S1 S2 G Ad1
重量 263 20 50 158 664 165 950 3.66

表-6 75 分後の繊維添加でのスランプ 12 ㎝確保のための配合修正 

表-7 プラント練り落としから繊維混入による性状変化 

表-1 BB の配合 
［単位：Kg／ｍ3、L/ｍ3］ 

表-2 FA 混合コンクリートの配合設計 
［単位：Kg／ｍ3、L/ｍ3］ 

表-4 室内試し練りに基づく計画配合 
［単位：Kg／ｍ3、L/ｍ3］ 

表-5 プラント練り落としから繊維混入による性状変化 

［単位：Kg／ｍ3、L/ｍ3］ 
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のスランプを 3cm 増やしたことにより PP 投入後

のスランプの低下が 2.5cmと小さな値となった． 

５．現場施工  

 現場施工にあたり，一般的に FA混合コンクリー

トの場合は，スランプの変動が大きいことに加え，

今回の施工時の気温が 30℃を上回ることが想定さ

れたことから，PP 混入直後のス

ランプを 16±2.5cm から 17±3.0

㎝に大きく幅を持たせた品質管

理とした．打設結果を表-8 に示

す．管理値の軟らかい側での練り

上がりとなった．コンクリート打

設に要したアジテータ車毎の PP

投入後のスランプの変化をグラ

フ化したものが図-1である．最初の 5 台は一定の値を

示したが，外気温の上昇に伴いスランプの低下が認め

られた．しかし，管理値のスランプである 17±3.0cm

の範囲での打設となった．また，図-2に空気量の変化を示す．

外気温の上昇に合った変化を確認したが，管理値の空気量 4.5

±1.5%の範囲での打設を実施した． 

６．PP 混入と未混入の経時変化試験 

 FA混合コンクリートの PPを含まない場合の練り落としか

ら 90 分後までのスランプ及び空気量の経時変化試験を実施し

た．表-9及び表-10は PP 混入と PP 未混入の性状変化を示した

ものである．配合は同じであるが，コンクリート温度を考慮し AE 助剤量を 4.50A から 5.25A に変更し試験を実施

した．表-1 に示すとおり，PP 未混入の FA 混合コンクリートは，練り落としから 60 分後の変動がスランプ 3 ㎝の

低下，空気量 1.2%の低下であった．また，60分後から 90 分後の変動は，同様に 4.0 ㎝の低下及び 0.6%の低下とな

った． 

７．おわりに 

 一般的に，普通コンクリートに FA を混入した場合は，スランプの変動が大きいとされている．今回の２種のケ

ースは，スランプの管理値 17 ㎝±2.5㎝幅での変動のみであり，安定していた．プラント関係者の経験知として，

軟らかい FA混合コンクリートの場合の PP 投入や FA混合を行った場合は，硬練りコンクリートよりも比較的変動

が小さいとのことである． 結果的に，本工事での打設時のスランプは 15~20㎝となり，流動性が高いコンクリート

とすることにより，耐震補強の狭小部幅 25cm に対して，適切なワーカビリティを確保した．FA の変動を考慮し，

スランプ管理値を変更する対応を実施したが，結果的に大きな変動は発生しなかった．しかし，外気温が 30℃を超

える中での打設となるため，練り落としの設定を上限で実施し施工を行うこととなり，コンクリート性状の低下を

懸念することなく施工が可能となった．これにより，流動性コンクリートの活用が有効であることを確認すること

ができた． 

表-8 現場施工時の性状変化 

図-1 現場施工時の性状変化 図-2 空気量の変化 

表-9 配合及び混和剤量 

表-10 経時変化一覧 
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